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蚕都くらぶ･ま～ゆという上田地域通貨モノ･コト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互いに
助け合って楽しく暮らすための制度です。

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。

❖人と人との新しい関係が生まれます。

❖自分の能力を再発見できます。

❖人が活き活きすることで､地域が元気になります。

わ た し た ち の 願 い
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８月8 日

日中の蒸し暑さも夕刻からは一段落、屋台には餃子、おや

き、じゅんちゃん焼、ナポリタン、天ぷら、新じゃが、漬物、玄米

お握り、薄焼き、枝豆、もろこし、たこ焼き、酵素ジュース、甘酒、

しそジュース等々腕によりをかけた品々が所狭しと並びスタ

ート前から賑やかなこと。

もちろん生ビールも売れ行き好調！こう暑くちゃ飲むに限

るとばかりにピッ

チが上がってまし

た。日頃飲まない

きみちゃん、じゅんちゃんも早々とお店を抜け出し飲みチー

ムに合流。ごんべえさんのサーバーの腕も中々のもの。ま

～ゆ屈指の“のんべえ„たちも山盛りのごちそうを肴にご

満悦の様子でした。

日頃中々ま～ゆに

参加できない合原さ

んⒶや、のだまさんⒷ

がご家族同伴で顔を

出されたり、7 月に入会されたツキトモさんⒸや、かおるんⒹは小

さなお子さんと一緒に家族そろって来てくれました。それから

meena さんⒺも山梨県から足を運んでくれました。

ツキトモさんは自慢の

たこ焼き、かおるんは酵素

ジュースと甘酒を出店。

また民ちゃんは、ケセラが ML で流

した枝豆の希望を受けて、とれたての

枝豆と、とうもろこしのお店を出してく

れました。

ま～ゆならではの自分たちで作っ

て自分たちで出店する自給自販。カフ

ェま～ゆ廿日市につながる兆しも見え

てこれからの展開が楽しみです。

さて宴もたけなわになった後半ではかおるんやともちゃんのお子さんの歌も飛び出

し、楽しい歌、懐かしい歌、歌い続けていきたい歌などいろいろな思いを込めてみんな

で歌いました。

最後のしめは、ま～ゆ芸能部長の都々平さんの落

語の披露。もっと腕を磨いてもらってじっくり聞きたか

ったで～す。

Ⓐ

Ⓓ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓔ

8 月のハッピーバースディは
辛口さん・仙ちゃん・かっとまんでした
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こうして猛暑続きの真夏の夜

に、心地よいひと時を過ごすこと

ができました。こういう楽しい時

間をみんなと共有するっていい

もんだな～～としみじみ思いまし

た。

みなさん、ありがとうございま

した。

世話人会 ケセラ

ま～ゆ見学記
ま～ゆのみなさん、はじめまして、長野県木曽郡木曽町の地域おこし協力隊の目

黒峰人（めぐろ みねと）と申します。

去る 9月 10日に寿限無、ま～ゆ市、みんなの家、秋和菜園、コラボ食堂にお邪魔

させていただきました。みなさん温かく向かえてくださり、たいへん勉強になり、有意

義な経験になりました。まずは、お礼を申し上げます。ありがとうございました。

私の協力隊としての任務は、以下二つです。

① 「やぼら清水公園の運営」 やぼら清水公園という小さい公園の中には、築300年の古民家を改装した、

通称”やぼら”という公共施設があります。やぼらでは、町民への会

場貸しと、自主イベントの運営をしています。自主イベントは、新月

と満月に行なっていて、内容は講演会や映画の上映会、また任務

に関する集まりなどです。

② 「持続可能性の推進」 気候変動や戦争など、地球全体が持続不

可能な方向へまっしぐらに突き進んでいるように見えます。人間が

生き延びられるシステムをつくれるかどうかの分水嶺と言う方々もいらっしゃいます。木曽町での持続

可能性を探り、ライフスタイルを提案するような活動をしています。なかでも地域通貨は特に力を入れ

ています。

地域通貨ま～ゆを見学させていただいての感想

を一言で言うと、繊細に編まれたゆるさでした。地域

通貨関係の本を読んでいたのとは違う、生きた運営、

一人ひとりの多様性をできるだけ尊重し、包括しよう

と工夫に工夫を重ねられ、経験を積まれてきた結果

が現在のま～ゆのあり方なのだろうと思いました。

「地域通貨をこえる」と本のタイトルにある通り、交換

の手段という枠を超えて、様々な試みや交流を次々

と産み出すメディア、多様なものをつなげていくメディウムの役割りであり、地域通貨ま～ゆはその象徴な

のだと感じました。

その後、9月22日にやぼらで、エンデの遺言の上映会を開催し、そのまま運営チームの母体を作りまし

た。その際、ま～ゆのことを報告させていただきました。みなさん興味深そうに聞いてらっしゃいました。次

回の集まりでは、なにはともあれ、一回やってみようということになり、また少し前進しそうです。

迎え入れてくださったみなさんのお陰様で、運営やイベントのヒントや、実行する勇気をいただきました。

大変感謝しています。どうもありがとうございました。

また、木曽に来られる際にはご連絡ください。いろいろご案内します。

では、またお会いできる日まで。
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９月１０日の
ま～ゆ市は

✡モノ・コト交換

✡9 月生まれの

誕生祝い

✡秋の歌 

✡インフォメーシ

ョンにつづいて

✡近況報告をし

ました。

ごんべえさん

上田市のゴミ焼却場について一生懸

命取り組んでいるが、今議論していること

を区民の皆様に知ってもらうには、ま～ゆ

の会報のようなものを自治会でも考えた

い。ごみの減量は不可欠、全市民で協議

してほしい。

うえのさん

４時ごろ目がさめてしまう。来し方の色

色なことを思い出し、自分はどうやってき

たのか。理屈ばかり言ってきたけれど…

このような過ごし方をしている。

山本さん

峰村先生のコンサートがサントミューゼ

であります。「こぶし」という歌のグループ

で大変お世話になっているので、大勢の

人の聞いてほしいです。

ミーすけさん

８月の或る日、施設の母に会いに行く

と、運よく大相撲の力士の慰問があるから

と会場へ行った。二人の力士が自己紹介

をし、出身地や、所属部屋を話した。質

問は？に「出身はどこですか」、次も「お

国はどちらですか」とさすが認知症の

方々、同じ質問が次々に出てきた。この

人たち正常のときはいつも手を上げてい

た人だったのだろうか？と妙に感心した。

きみちゃん

９月２０日みんなの家で三味線の演奏

を５曲ほど弾きますので、お時間のある方

はお出かけください。

トットちゃん

私は毎日子守をしていて大変。今年は

今井さんにお世話してもらった堆肥を使

ったので野菜の出来が良く、特にサトイモ

は上田一番の出来と思い大満足していま

す。

今井さん

食用ホウズキを沢山作っている。８月末

にＳＢＣのラジオに出演してホウズキの話

をした。東京ではこれが高く、８個入りで

4,000 円位しているそうだ。

下田さん

何もやっておらず、気力もうせてくるの

で、男の料理教室へ行っている。今日は

ハンバーグ、クッキーやデザートなど５品

を作った。８３歳、じじ、ばば

二人なので先のことばかり

考えている。以前作った大

作の水墨画を妻は処分しろ

と言うが、足元

からあれもこれ

もと捨てられる

ので面食らって

いる。

ぶんちゃん

野菜がいっぱい取れました。キュウリや

ミョウガは塩漬けにしました。ゴーヤはサ

イヤンが砂糖菓子にし、あちこちに差し上

げています。サイヤンの母は９５歳で一人

暮らし。私たちが帰るときは淋しそうな顔

をするが、自分の家が一番いいようで、洗

濯も自分でしています。食事の用意は危

ないので、私たちが面倒を見ています。

かっとまん

雨が降り出したら雨ばかり。タマネギの

種まきを合羽を着て始めた。一列はなん

とか蒔けたが、種の入ったお皿に水が入

ってしまいギブアップ。晴れてから行った

が、一粒採ったつもりがくっついてしまい、

三分の一しか蒔けなかった。天気は俺た

ちの都合に合わせてくれなければ困るよ

なぁ。
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ちゃーこさん

このところ体調をくずしていましたが、少

し何かやってみようという気になってきまし

た。

パレちゃん

オリンピックエンブレムのデザイン、あれ

盗作と思いますか。三者三様の責任と言う

が、ふざけるなといいたい。デザイナーは

オリンピックの精神を汲み取り、制作をす

る。いいデザイナーを使わなかった。ビジ

ョンが無い。本当に情けない。ビジョン

（心）とかたち『デザイン）がひとつになって

夢が、勇気が、そして何かが温かく、湧い

てくるのがエンブレムだ。

都々平さん

雨の間を縫って目医者へ。角膜移植し

た目が劣化してきた。直すには再度移植

することだが(角膜は輸入に頼るのが現状)

その意志はない。組織を培養して自己移

植(拒絶反応がない)が 5 年ほど先には実

用になるらしい。

にゃんこ先生

コラボスタッフが不足していて、シェフや

フロアーが４人も辞めてしまった。今月は

シェフ３回フロア７回もやって疲れた。真田

丸で来年、再来年までは忙しいだろうな。

車に乗ると眠くなる。家からコラボに行く時

車寝てしまいそうな時がある。

ヒデさん

戦争法案１６日採決されそう。廃案を望

んでいる。足立力也さんが中米コスタリカ

の非武装が最大の抑止力になると本を出

した。ニカラグアとパナマの間にある小国

は１９４８年～６７年戦争の危機があった。

これを平和外交で切り抜けている。

戦争はやりたくないと新聞に投稿し

たがボツになった。でもその後コスタリ

カの話が載ったのでよかった。

あんとさん

去年シルバー人材センターに

入って植木の剪定や草刈をして

いる。３年前から竹に興味を持ち

正月用門松を青木の道の駅に

飾った。チエンソーアートで羊も

作った。

最近、不食に興味を持った。

弁当を小さくし、この先は夕食１

食だけにする。仙人のように霞を

食って生きられる体にしたい。

すえきちさん

毎年陶芸教室で色々な所へ行っている。

益子の美術館へ行ったとき、以前感じたよ

うな感動が無い。形はきれいなのだが、エ

ネルギーが感じられない。学芸員に聞くと

３・１１以降地震で壊れると

いけないのでレプリカにした

そうで、こういうものを美術

館に置くのは寂しい。

子供の頃、体が大きかっ

たら相撲取りになりたいと思

っていた。相撲の本ばかり

読んでいたがあきらめた。

ケセラさん

８月３０日藻谷浩介さんを招いて住みた

い街づくりの講演会があり、私もプレゼンし

た。ま～ゆ会員が沢山来てくれて、ま～ゆ

を評価してもらった。

３・１１から４年半福島は大変なのに鹿児

島の川内原発が再稼動された。みんなで

とめよう戦争法案のパレードには８００人ぐ

らい集まり、皆、危機感を持っている。中

村亜季ちゃんが胸に迫るスピーチをした。

西ちゃん

８月下旬親戚の手伝いで、東京麻生十

番の夏まつりに行き、鮎の塩焼きを 1000

匹焼いた。一尾 500 円。すぐ売れてしまう。

夏まつりなので浴衣の人が多かった。

山浦さん

平成青木時報を出している。

今
月
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ

はヒ
デ
さ
ん
が
独
り
占
め

山本さんのリクエストで
｢虫の声｣と｢旅愁｣を
歌いました
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レクリエーションチーム主催 北国街道歩きⅤ
北国街道小諸宿から田中宿へ №

天候が心配される中、9 月 26 日は曇り空で、物好き一行 10 名の

散策には最高の一日になりました。

毎度のことながらヒデさんが準備してくれる参考資料は完璧で助

かります。

せっかくだから北国街道すべ

ての道程を自分たちの足で歩くことになりました。今回は抜けていた

小諸宿から田中宿までの10キロ超を約6時間かけて歩きました。両側

に大きなお屋敷が立ち並んでいますが、残念ながら北国街道の面影

はほとんど残っていません。

街道沿いの東御市

滋野にひときわ目立つ

大正 14 年建築の総二

階建ての洋館が建っ

ていました。唐沢邸で昭和6年まで外科医院として使われ

ていました。もとは銅版の屋根で戦時中供出され、今は瓦

葺で修復されています。１階は診療室と手術室、2 階は和

室と洋室の病室でそのまま保存されているそうです。東御

市では指定文化財として調査をし、雨漏りの

後が残っている内部を修理の上公開したいと

所有者と相談中とのこと。

東御市田中の東上館は大正7年建築の木

造3階建て洋館で、内部は洋間と日本間があ

り、痛みも少ないが、蚕糸会社の迎賓館とし

て使われたもので押入れなど住居としての付

帯設備がないので意外に殺風景とのこと。こ

の建物は所有者が亡くなられ、ご存命と思わ

れるご兄弟と連絡が取れず、指定文化財とし

ての交渉が中断しているとのこと。何とか内部

も公開されるといいですね。

№147 かっとまん

大豆畑の草取り
今年は⾬の⽇が多く、雑草は例年になく丈⻑く伸びております。声はすれども姿は⾒えず、⾖の

⽊より丈⻑い雑草に埋もれながら、ま〜ゆ⼄

女は手際よく楽しく短時間で終わらせました。

それはビーバーを使ってごんべえさん始め男

性の方々の力強よい仕事ぶりのお陰です。私

は草取りに２度参加しましたが、まだまだ雨

降りが続きそうです。大豆が沢山収穫できま

すように願いながら、都合のつく限り参加し

たいと思います。 №25 きみちゃん

写真はイメージ

小諸宿本陣

雷電碑前



卯の花の迷信 №76 ぶんちゃん

歌曲の中で「卯の花」の童謡がありま

す。

その花の名前は、ウツギです。

空木の和名で茎が中空のためです。

去年亡くなった１０４歳の近くのおばあ

さんはその花は縁起がよくない。不幸が

起きるといつも話していました。その方は

佐久地方の出身で火葬の際に，骨を拾

う骨箸として使われていたからそのように

信じていたみたいです。隣りの女の子が

病気になったときに、その花があるから

と、忠告に言ってその家ではウツギを切

ってしまいました。

そんなことがあったので、家ではウツ

ギは植えません。

違う話です。塩田の実家にあった樹

齢１００年以上の梅の木が枯れました。Ｓ

字型の空洞になっていたので、亡くなっ

た父親がその木は腐らないというので自

宅に持ち帰り、山野草を植えたり飾った

りしています。松の独鈷
と っ こ

もヤニがあるから

腐らないというので、家の庭には独鈷や

ら、サイヤンの実家の屋根にあったシャ

チ瓦、猫瓦やらいろいろあります。

改名 №50 都々平

小学生の頃の私は喘息の持病のために 3分の 1 は登校できず体育の授業は見学組でした。

あちこちの病医院で診てもらっても、根治療法が見つかりません。民間療法も効果なく、周りの人か

ら宗教の勧誘は数知れず、果ては怪しげな祈願祈祷も勧められましたが、気がすすまず｢十代後半

の自然治癒｣を待つしかない心境でした。

５年生の頃、親は｢ワラをもつかむ思い｣から(ごく親しい方からの勧めもあって)半過の姓名判断士

に赴いて｢光俊｣を判断してもらいました。どのような説明があったか知りませんが、鑑定の結果は｢光

徒志｣に改名すべしというものでした。(戸籍名はそのまま) そうしなければ｢息子さんは２０歳代までし

か生きられませんよ｣とまで言われたとか。

私は渋々承服し、担任の先生にも｢テストの答案用紙にはこの名を記す｣ことを願い出て、しばらく

は｢光俊｣改め｢光徒志｣としました。が その後回復の兆しはなく、この名が好きになれなくていつの間

にか旧の名前に戻っていました。

姓名判断は見事に外れ、言われたことの３倍も生きながらえています。こんなインチキは嫌いです。

さーて、｢都々平｣について半過のセンセイ、どのようなご託宣をくださるのでしょうか？

ま～ゆの行事には雨が降らない №55 ミーすけ

いつもま～ゆで行事をするときは９５℅雨が降らないと

思います。

かつてのミステリアツアーの時、バスで出発のときは

強い雨降りでしたが、３０分も乗っていくと小降りにな

り目的地に着くころは晴れていました。皆さして心配

した様子もなく、止むだろと泰然と乗っていました。

また今回の北国街

道歩きも早くから

“雨„の予報が出て

いて、当日は曇りが

ちでしたが(薄い光

が当たる)晴れにな

りました。行事の時

晴れるように強く望

んでいるかというと、

そんなことはなく「晴

れて当たり前」の強

気です。

都々平は｢餅つき大会でも味噌仕込みでもいつも天

気に恵まれるのが不思議！｣と心から感動していま

す。

－６－

ま～ゆ会員にききました。



私には縁起かつぎもジンクスもありません。自分がとても幸運

で、恵まれていると日々思っているので、必要ないです。（もっと

も、中学生の頃は劣等感だらけ。人を妬む知恵もなかったのは

幸いなことでした。）

恵まれるコツのひとつは、実現して欲しくないことは決して口

にしないこと。「ついてないな！」「もうだめだ！」「しまった！」な

どは語彙にないも同然。言の葉の力を甘くみてはなりませぬ。

（逆に、かなえたい夢はどんどん口にしましょうね。

叶った時のことを具体的にイメージすると更に効果的です

よ！）なるべく肯定文だけの世界で生きていたいです。朝は、「き

ょうもいい一日になります」、不安に襲われた時には、「すべてが

うまくいきます」と言い切ってしまいます。何かにつけ悲観的なこ

とばかり言う人もいますね。「私の前で否定文は使わない

でください！」とぴしゃりと言ってしまったことがあります。相手

はかなり目上の方でしたが…

愚痴や悪口もそうですね。状況が改善されるならともかく、そう

でないなら、周りの人を不快にさせるだけです。

最後に１つ、提案です。「今が一番幸せっ！」て、ずーーーっ

とそう思い続けて生きていきませんか。そうしたら死の瞬間も最

高に幸せですよ！

苦労知らずで能天気なにゃんこ先生でした。（でも、心の中で

は弱音を吐いてますよ。ほとんど毎日ね。そしてたま～にミーす

けさんに愚痴ったりします。甘えてるんですね。ははははは）

№136 にゃんこ先生

うちは祖父も一緒に暮らしていたので、一緒によく神社仏閣巡りをしていました。

祖父は商売をしていたので信心深かったのだと思いますが、その関係もあって、地元の神社で中学生の

頃から今までお正月は毎年巫女
み こ

さんのお手伝いをしています。（と言ってもお札やお守りを売るだけなので

すが）私は何かあると神社に出かけて、手を合わせるというのを自然としていたような気がします。

社会人になって、アパレル会社で販売をしていたときにも、売上が落ちると百

貨店の上にある小さい神社にお参りをしたり、仕事で大変なイベントの前にも神

社に行ったりしていました。

そうすると、必ずといっていいほど結果がしっかりとついてくるので、なんだか

いつも不思議だなぁと思い、その頃から神社パワーというか不思議な力につい

て目覚めたような気がします。それからあれよあれよとセラピストに転身し、今に

至っているのですが、この何年かは伊勢や出雲や富士や箱根やあらゆるパワ

ースポットと言われる場所を巡ったりしました。

長野に移住する際にも、自分たちにぴったりのお家との縁をつないでも

らえるようにと、まずはその土地の神様にご挨拶してから、探していました。

諏訪大社は毎度お参りしていました。

それで、上田に縁あって来た訳ですが、良いお家に巡り会えたことに、とても感謝しております。それも神

社パワーのおかげかなぁと思っております。

縁起担ぎは、他にも大好きで１１１という数字を見たら何か新しいことが起こるかなぁとわくわくしたり、３３３

という数字をみたら、ハッピーな感じがしたりしています。

縁起は、縁が起こると書くんですよね。良い縁が起こっていくのは、まさにま～ゆ、なのではと思いました。

「上田の素晴らしい場所やパワースポットなど、良いところがあったら、ぜひ教えていただきたいです」

№390 ゆうちゃん

秋のお彼岸に咲くヒガンバ

ナ、真っ赤で群生していると見

事です。一部ではお墓にある

から縁起が悪いと言われてい

ます。

これは昔は、土葬だったの

で遺体がねずみや野生動物

に荒らされないように植えたも

のだそうです。

球根に毒があるからだそう

です。今、リコリスの仲間で、

白花ヒガンバナと呼ばれるア

ルブロフローラが売られていま

す。紅白に植えるとおめでた

いと、どこかの山野草の会場

で見かけました

迷 信 に

は、突き詰

めていくと

何 か 根 拠

があるので

すね。

№76ぶんちゃん

－７－



今日は、うまくいく №82 パレちゃん

ぼくが、若いころは、高度成長時代だった。売上は上がるのがあ

たりまえのようだった。

タクシーはよく利用した。タクシー使用料が上がるとその２～３カ

月には、売上数字が上がった。だから会社も黙って認めてくれた。

タクシーを呼んで会社の玄関から乗り込むと、女性の運転手だ

った。そのころ女性ドライバーはとても珍しかった。その後もたまに

女性の運転手の時があった

ある時思った。なぜか女性運転手の時は、必ずその仕事はうまく

いくのである。

もちろん、男の運転手のときも、うまくいくのだけれど、そうでない

時もある。

出かける時は、まず緊張している。準備は必ずしも十分ではな

い、｢もしだめだったらどうしょう、だめがずっと続いたらぼくはどうな

っちゃうんだろう。｣｢会社に居づらくなって…｣とか、つまらないこと

を少しは考える。｢まあいいや、なるようになる。出たとこ勝負｣、｢笑

顔と、情熱。｣｢周りに冷やかされながらこれまでうまくきたんだ。｣と

かあれこれ考える。

女性の運転手の時は、｢よし、今

日はうまくいく。｣と思うと安心とゆと

りが生まれて窓の風景もゆったり

見られて…結果、うまくいくのであ

る。不思議だ。

女性運転手は、ぼくの守護神。

○○亭○○朝

№50 都々平

◆春風亭柳朝 ６１歳

◆古今亭志ん朝 ６３歳

◆古今亭右朝 ５３歳

◆桂 文朝 ６３歳

早逝の噺家
はなしか

で、いずれも

名人と称賛された師匠です。

中でも私は志ん朝が大好

きで、カーラジオでニュース

に悲報が流れた時 運転に

支障をきたすくらいに泣きじ

ゃくったのをよく覚えていま

す。

落語家の名跡に〝 朝
ちょう

〟

は縁起が悪いのでしょうか？

私はこのテのことは信じたく

ないのですが、好きな人ばか

り｢円熟期｣を迎える前にその

芸を終えてしまうのが無念で

なりません。

ただ例外があります。言う

までもなく人間国宝の桂米朝

師で、今年３月１９日、８９歳

で大往生されました。

２度ある事は３度ある？ №204 かっこう

神奈川県の厚木はハーモニカの盛んな所。その厚木の方が毎年バス一台で来られ、丸子国際音

楽村でコンサートを開催している。前日は地元のハーモニカ仲間と交流会。その会に行こうとしたら、

車が動かない。降りて見たらタイヤが回っていない。修理工場に電話をし、すぐに駆けつけて頂い

た。「昨日乗らなかったでしょう？サイドブレーキをかけてありましたか？」と言われた。すぐにジャッキ

アップし、タイヤを浮かせたら、すぐに回った。

「もう大丈夫です。古くなると錆付いて動かなくなるのです。今度はサイドブレーキを引かないようにし

てください。」「え！サイドを引かないで大丈夫なのですか？」と聞いた。「今は、ほとんどサイドブレー

キはひかなくて大丈夫なのです。よほど坂で危なそうな時だけ引いてください。」と教わった。集合に

間に合いそうなので出かけた。

信号待ちして、何気なくガソリンのメーターを見たら最後のぎりぎりに近い。驚いて（どこかで入れな

くては？）と思ったら交差点の向かいにガソリンスタンドがあった。（天の助け！！）と思った。初めて

のスタンドだったが、応対が良く必ず点呼で声を出し、「レギラーガソリン入ります。」「窓拭き OK」と声

を出して確認していた。聞いているだけでほっとした。

車が動かなかった事、ガソリンが終わりそうな事で、（２度ある事は３度あるのではないか？）と心配

したが到着。遅くなった私を心配して友人皆が無事に着いた事をねぎらってくれ私もやっと胸をなで

おろした。

楽しい交流会が終わり、皆から「気をつけて帰ってね！」と声をかけられ、無事帰宅。「２度ある事

は３度ある」というジンクスにはならず、良い一日だった。

－８－




